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　柏とまちづくりをゆるいキーワードにした勉強会です。毎回異なったテ

ーマを設定して、講師の方の話を聞き、参加者もいっしょに考えてゆきま

す。基本的に毎月第３金曜日に開催します。

　会は一次会 (講義及び質疑) と二次会 (飲み会) 

の二部構成です。一次会だけでも参加できますが、二つ合わせて参加し

た方が深く楽しめます。これまでの活動、今後の予定等は「柏生活向上

委員会」 (http://www.mizdesign.com/kashiwa/) 

内の「カテゴリー：BAO/BABB.」を御覧下さい。

　一次会費は500円です。会場費や機材費等で経費が多くかかる場合は

、超過分を参加人数で割って徴収します。二次会費は割り勘です。だい

たい2,000-3,000円くらいです。参加希望者は必ず申し込んで下さい。連

続しての参加が望ましいのですが、１回単位での参加も可能です。

　06ドイツＷ杯も終わり、サッカーに熱狂した日本で次に盛り上がるのは

、フットサル！？

　今年4月に名古屋で日本初のプロフットサルチームが出来ました。芸能

人もアイドルもやっていて、専門の雑誌も創刊され、今「イチオシ」のフッ

トサル。そこで柏にプロフットサルチームが誕生する可能性はあるのか、

現状と他地域の例を取り上げながら話を進めます。

BAO/BABB.

Date：7月21日(金) 19：00～

Place：アミュゼ柏 2階会議室B

Lecturer：佐藤 裕二

(柏市在住・サッカー部ＯＢ)

2nd.

Date：9月15日(金)　19：00～

Place：未定

Lecturer： 木内さゆり

(Free The Children Japan

メンバー)

Coordinator： 小野寺厚子

Session04 私のイチオシ
　Ｂ型もＡ型もＯ型もＡＢ型も誰でも参加ＯＫ。喋って考えて色々物知りになろうという意味でBABBLINNG。会をやりながら方向性を模索していくということでSESSION。略してBAO/BABB.(バオバブ) です。

問い合わせ・参加申し込み:

tel: 04-7169-7710

（ばおばぶ　担当 五十嵐）

e-mail: 

baobab-i@jcom.home.ne.jp

3ｒｄ.
Date：8月18日(金)　19：00～

Place：MONAIZO

Lecturer：未定

Coordinator：水上知英

（水上デザインオフィス)

柏にプロフットサルチームは出来るのか？

働く子どもたちへの教育支援(仮)

柏 de アート

BAO/BABB.？

Date：6月16日(金) 19：00～

Place：アミュゼ柏 5階会議室D

Lecturer：関浦 信一

Coordinator：佐藤 和裕

(三光建設計画部）

Supporter：若者たち

今だから聴こう。柏のその時

BAO/BABB.って何だっけ？柏？物知りになろう講座？美味しくお酒を飲む会？あれ？

今回はテーマを自由にして、お互いのイチオシを披露していきます。

「楽しい場」 BAO/BABB.をいっしょに探しませんか？

　柏の現代史の語り部に登場願います。戦前から新聞記者として活躍さ

れた関浦さんは、昭和31年に柏市民新聞を創刊しました。その後、後輩

に柏市民新聞を託すも、今なお柏を見つめ続けておられます。

　今回も若者たちに手助けをお願いしました。彼らが、視覚的にサポート

してくれます。 さて、どのような話を、我々はお聴きしましょうか？ 

　柏でアートを楽しみたい！という方にイチオシなのが、柏駅徒歩圏のア

ートコンプレックス「モナイゾ」。まずは実際に出かけてその空間を体験し

てみて下さい。ガランとした空箱にも見えるし、可能性が詰まった宝箱の

ようでもあります。

　スタッフの方に話を伺ったり、イベントにお邪魔したりして、柏deアートを

楽しみましょう。

1st.

4th.

Date：10月20日(金)　19：00～

Place：未定

Lecturer： 森田裕子

Coordinator： 五十嵐正人

(ばおばぶ代表)

5th.つながりあういのち

～食べるものと食べられるもの（仮）
　会社勤めをしながら、農のある暮らしを試行錯誤中の森田裕子さん（柏

市在住）に話してもらいます。以下、本人談「いつも自分の中心テーマは

「いのち」でした。いのちにまつわるものごとの中でも重要な「食」を通じて

感じたことを皆さんと分かち合いながら、一緒に考えたいと思います」

　世界には、将来のために学校へ通うより、明日の暮らしを支えるために

働かなくてはいけない子どもたちがたくさんいます。

　インドでの教育支援を目的とした学校建設プロジェクトのメンバーとして

活動している木内さん。その国際協力活動の中から感じている途上国と

日本の繋がりについて、みなさんと考えたいと思っております。

「エーゲ海では、こんなふうに

　集まって暮らしている」

「住宅パズル

　2世帯で敷地50坪に住む」

「裕子さん、小島、五十嵐の

　「集まって住む」」

「集まって住む人々、

　ネパールでも」

Session 01 「集まって住む」
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「東葛からの直送文化」
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「柏のライフスタイルと農業」

「短説－原稿用紙２枚の世界」

柏発、「なごみゅーじっく」のススメ

「仕事内容は一緒に遊ぶこと、

 そして友達作りのお手伝いを

 ほんのちょっとだけ。以上です。」

「知的障害者の暮らしを

 「ひと」から考える」
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Session 03 「可能性の柏」

「つくばエクスプレス及び

 北部地域のまちづくり」

「ウラカシを探る！」

「住宅とまち」

「今だから聴こう。柏のその時」

Session 04 「私のイチオシ」
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08 「柏 de アート」
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